
No.33
平成19年8月1日

編集　香取市役所総務部広報広聴課
〒287-8501　千葉県香取市佐原口2127

TEL 0478-54-1111　FAX 0478-52-4566
http：//www.city.katori.lg.jp

香取市 銚子市
高校野球(硬式)
トライアスロン

旭市
卓球匝瑳市

弓道

成田市
柔道
ソフトボール
ゴルフ

香取市
我孫子市
なぎなた

野田市
バドミントン

柏市
テニス

松戸市
自転車(トラック)
フェンシング

四街道市
銃剣道

船橋市
バスケットボール
アーチェリー
高校野球（軟式）

八千代市
バスケットボール
ウェイトリフティング

習志野市
水泳(水球を含む)

市川市
ハンドボール

浦安市
空手道 千葉市

開閉会式
　　セーリング
　　ボウリング
　　体操・陸上競技
　　　ライフル射撃

市原市
サッカー
ラグビーフットボール
クレー射撃袖ヶ浦市

軟式野球

木更津市
相撲
木更津市
相撲

君津市
軟式野球

富津市
軟式野球

鴨川市
ボクシング

南房総市
自転車(ロード)
　　軟式野球

館山市
軟式野球
剣道

いすみ市
ホッケー

茂原市
バレーボール

白子町
ソフトテニス

大網白里町
バレーボール

東金市
バレーボール
ライフル射撃（PC）

佐倉市
カヌー (FW)
レスリング
カヌー (FW)
レスリング

ハンドボール
ボート
カヌー（SL/WW）

ハンドボール
ボート
カヌー（SL/WW）

2010ゆめ半島千葉国体
開催正式決定

ハンドボール

熱き戦いが始まる

　

7
月
18
日
㈬
に
開
催
さ
れ
た

財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
理
事

会
で
、
平
成
22
年
の
第
65
回
国

民
体
育
大
会
「
ゆ
め
半
島
千
葉

国
体
」
の
開
催
が
正
式
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
、
実
行
委
員

会
組
織
を
設
立
し
各
種
啓
発
活

動
や
市
民
運
動
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

■
会
期　

平
成
22
年
9
月
25
日

㈯
〜
10
月
5
日
㈫
（
各
競
技
の

開
催
期
日
は
未
定
）

■
香
取
市
開
催
競
技

▽
正
式
競
技　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

（
少
年
男
子
）、
ボ
ー
ト
（
全

種
別
）、
カ
ヌ
ー
（
ス
ラ
ロ
ー

ム
レ
ー
シ
ン
グ
・
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
）

▽
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
行
事　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
競
技
会
場
（
予
定
）

▽
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル　

香
取
市
民

体
育
館
・
千
葉
県
立
佐
原
白
楊

高
等
学
校
体
育
館

▽
ボ
ー
ト　

小
見
川
ボ
ー
ト
場

▽
カ
ヌ
ー　

栗
山
川
特
設
カ

ヌ
ー
競
技
会
場
（
仮
称
）

競技会場

カヌー

若
潮
国
体
か
ら

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
へ

37
年
の
時と

き代
を
経
て
再
び

香取市ではハンドボール、ボート、カヌーの正式競技とデモン
ストレーションのスポーツ行事として｢ウォーキング｣を開催

Ｑ 国体ってな～に？
　国体は、日本最大のスポーツの祭典です。競技
には、各都道府県の代表選手が天皇杯・皇后杯を
目指して行う「正式競技」のほか「公開競技」や
開催地となる都道府県民の皆さんを対象とした

「デモンストレーションとしてのスポーツ行事」
が行われます。

Ｑ 国体のはじまりは？
　戦後、国民に希望と勇気を与えるため昭和21年
に京阪神地方で第₁回大会が開催されて以来、毎
年各都道府県持ち回りで開催されています。

Ｑ どんな競技があるの？
ゆめ半島千葉国体実施予定競技
◇正式競技（37競技）　陸上競技、水泳、サッカー、
テニス、ボート、ホッケー、ボクシング、バレー
ボール、体操、バスケットボール、レスリング、
セーリング、ウエイトリフティング、ハンドボー
ル、自転車、 ソフトテニス、卓球、軟式野球、相撲、
馬術、フェンシング、柔道、ソフトボール、バド
ミントン、弓道、ライフル射撃、剣道、ラグビー
フットボール、山岳、カヌー、アーチェリー、空
手道、銃剣道、クレー射撃、なぎなた、ボウリン
グ、ゴルフ
◇公開競技　高等学校野球

　

昭
和
48
年
に
開
催
さ
れ
た
第

28
回
大
会
「
若
潮
国
体
」
は
、

夏
季
大
会
が
2
市
1
町
4
会

場
、
秋
季
大
会
が
22
市
6
町
60

会
場
で
大
会
が
開
催
さ
れ
、
旧

佐
原
市
で
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

旧
小
見
川
町
で
は
漕
艇
（
現
在

の
ボ
ー
ト
）
競
技
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
若
潮
国
体
は
、「
輝

く
心　

輝
く
力　

輝
く
太
陽
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
新
し
い

郷
土
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る

大
会
と
し
て
成
功
し
、
県
民
に

大
き
な
自
信
と
希
望
を
与
え
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
に
開
催
を
迎
え

る
「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
」

は
、「
今　

房
総
の

風
と
な
り　

こ
の

一
瞬
に
輝
き
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
28
市
2
町

（
上
図
参
照
）
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

若潮国体
 あの感動を再び

▲一般女子ナックルフォア

人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

ボート

千葉日報若潮国体グラフより載出

▲高校男子ハンドボール

▲小見川高校クルーを応援

▲

教
員
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
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香
取
警
察
署
、
香
取
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
と

香
取
市
が
一
体
と
な
り
「
安
心

･

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」・「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推

進
を
図
る
た
め
、
7
月
4
日
、

阿
部
香
取
警
察
署
長
は
じ
め
、

各
団
体
の
代
表
者
14
人
が
出
席

し
て
香
取
市
防
災
防
犯
関
係
団

体
緊
急
時
連
携
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

近
年
多
発
す
る
大
雨
、
地
震

な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
の
緊
急

安
心
安
全
な

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
で

警
察
・
消
防
・
市
が
連
携

▲香取市防災防犯関係団体緊急時連携会議

文化祭に
参加しませんか

　

地
図
と
い
え
ば
思
い
浮
か

べ
る
の
は
、
世
界
地
図
・
日

本
地
図
・
道
路
地
図
な
ど
。

し
か
し
、
地
図
は
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
に

役
立
つ
地
図
、
楽
し
め
る
地

図
、
こ
ん
な
の
も
ア
リ
？
と

い
う
よ
う
な
地
図
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
期

間
中
に
主
に
小
中
学
生
を
対

象
に
、
そ
の
ほ
ん
の
一
端
を

紹
介
し
ま
す
。
地
図
記
号
Ｑ

＆
Ａ
や
地
図
パ
ズ
ル
も
用
意

し
、
地
図
の
奥
深
さ
・
面
白

さ
、
魅
力
が
楽
し
く
学
べ
ま

す
。

■
日
時　

9
月
30
日
㈰
ま
で

　

9
時
〜
16
時
30
分

■
休
館
日　

8
月
6
日
、
13

日
、
20
日
、
27
日
、
9
月
3

日
、
10
日
、
18
日
、
25
日
の

月
曜
日
。た
だ
し
9
月
18
日
、

25
日
は
火
曜
日

■
場
所　

伊
能
忠
敬
記
念
館

第
2
展
示
室

■
展
示
資
料

◇
い
ろ
い
ろ
地
図　

家

か
ら
学
校
ま
で
の
地
図

／
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
マ
ッ
プ

／
宇
宙
図
／
パ
ノ
ラ
マ

東
京
シ
テ
ィ
／
幕
末
の
大
江

戸
図
／
パ
ノ
ラ
マ
地
図
宮
島

遠
望
／
て
づ
く
り
立
体
地
図

／
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
日
本
地

図
／
佐
原
鳥
瞰
図
／
グ
ロ
ー

ブ
ボ
ー
ル

◇
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ　

全
国

を
概
観
し
た
地
震
動
予
測
地

図
／
成
田
市
洪
水
避
難
地
図

／
利
根
川
水
系
利
根
川
浸
水

想
定
区
域
図
／
三
宅
島
火
山

地
質
図

◇
地
図
記
号
Ｑ
＆
Ａ

◇
体
験
コ
ー
ナ
ー　

日
本
地

図
／
世
界
地
図

◇
ピ
ク
チ
ュ
ア
パ
ズ
ル

ル
ー
ビ
ッ
ク
ア
ー
ス

◇
地
図
変
遷
で
み
る
香
取　

江
戸
時
代
の
佐
原
周
辺
絵
図

／
迅
速
測
図
／
昭
和
四
年
佐

原
町
地
図
／
香
取
市
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ

■
入
館
料　

大
人
5
0
0

円
、小
中
学
生
2
5
0
円（
団

体
15
人
以
上
は
大
人
4
5
0

円
、
小
中
学
生
2
0
0
円
）

問
い
合
わ
せ　

伊
能
忠
敬
記

念
館 

☎
(54)
1
1
1
8

 
�

(54)
3
6
4
9

◇
佐
原
文
学

〈
発
行
〉　

11
月
1
日
㈭

〈
規
格
〉　

4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
を
使
用
し
、
本
文
の
前
に
題

名
と
名
前
を
、
末
尾
に
は
住
所

と
電
話
番
号
を
記
入

▼
創
作
…
5
枚
以
内　

▼
随
筆

…
3
枚
以
内　

▼
短
歌
…
10
首

以
内　

▼
俳
句
…
10
句
以
内　

▼
評
論
…
3
枚
以
内　

▼
詩
…

1
篇
20
行
以
内

※
掲
載
料
と
し
て
1
分
野
に
つ

き
1
0
0
0
円
が
必
要
で
す

〈
送
付
先
〉　

〒
2
8
7
‐

0
0
4
1　

香
取
市
玉
造
16
‐

49　

佐
原
文
化
協
会
「
佐
原
文

学
」
編
集
部　

篠
塚
礼
子
方

◇
芸
能
発
表
会

〈
発
表
会
日
時
〉

○
佐
原
文
化
会
館

▼
新
舞
踊
会

11
月
1
日
㈭　

9
時
〜
17
時

▼
吟
剣
詩
舞
会　

11
月
2
日
㈮　

13
時
〜
16
時

▼
音
楽
会　

11
月
3
日
㈷　

13
時
〜
18
時

▼
古
典
舞
踊
会　

11
月
4
日
㈰　

13
時
〜
17
時

▼
民
謡
会　

11
月
5
日
㈪　

10
時
〜
16
時

○
佐
原
中
央
公
民
館

▼
謡
曲
会　

11
月
2
日
㈮　

正
午
〜
16
時

※
作
品
の
規
格
な
ど
の
詳
細
は

生
涯
学
習
課
、
佐
原
中
央
公
民

館
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
内
香
取
市
佐
原
文

化
協
会
事
務
局

〒
2
8
7
‐
8
5
0
1　

香
取

市
佐
原
ロ
2
1
2
7　
　

☎
(50)
1
2
2
4

市
内
在
住
・
在
勤
者
（
文
化
会

館
出
演
者
は
保
護
者
同
伴
の
う

え
15
歳
以
下
の
出
演
も
認
め
ま

す
）

■
申
し
込
み　

美
術
展
は
9
月

23
日
㈰
9
時
か
ら
正
午
ま
で
に

佐
原
中
央
公
民
館
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
芸
能
発
表
会
は
8

月
31
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
記
入

の
上
、
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い

■
参
加
費　

参
加
者
は
、
佐
原

文
化
協
会
会
員
と
し
て
年
会
費

1
0
0
0
円
を
各
部
担
当
へ
納

め
て
く
だ
さ
い

◇
美
術
展

〈
期
間
〉　

11
月
1
日
㈭
〜
5
日

㈪〈場
所
〉　

佐
原
中
央
公
民
館

〈
募
集
部
門
〉　

▼
絵
画　

▼
書

道　

▼
写
真　

▼
技
芸　

▼
工

芸　

▼
造
景
美
術

　

芸
術
の
秋
、
恒
例
の
佐
原
文

化
祭
・
山
田
文
化
祭
（
小
見
川

文
化
祭
・
栗
源
文
化
祭
は
、
詳

細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
文
化
祭
に
参
加
し
て

日
ご
ろ
の
成
果
を
見
せ
て
は
い

か
が
で
す
か
。

●　

佐
原
文
化
祭

■
期
間　

11
月
1
日
㈭
〜
5
日

㈪■
応
募
資
格　

16
歳
以
上
の

●　

山
田
文
化
祭

■
期
間　

11
月
2
日
㈮
〜
3
日

㈷▼
芸
能
発
表
会　

11
月
3
日
㈷

▼
囲
碁
・
将
棋
大
会

　

11
月
4
日
㈰

▼
俳
句
大
会　
　

11
月
11
日
㈰

■
会
場　

山
田
公
民
館

■
展
示
内
容　

山
田
区
保
育

園
・
小
中
学
生
作
品
、
生
け
花
、

盆
栽
、
山
野
草
、
七
宝
焼
、
パ

ン
の
花
、
押
し
花
、
ビ
ー
ズ
、

書
道
、
絵
画
、
写
真
、
郷
土
史

ほ
か

■
応
募
資
格　

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

②
特
に
、
出
品
・
出
演
を
依
頼

さ
れ
た
者

③
年
齢
制
限
無
し
（
児
童
・
生

徒
は
、
学
校
単
位
で
出
品
）

■
作
品
募
集

〈
対
象
〉　

書
道
・
絵
画
・
写
真
・

盆
栽
・
生
け
花
・
工
芸
品
な
ど

〈
受
付
〉　

10
月
26
日
㈮
ま
で
に

山
田
公
民
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
出
品
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
出
品
は
、
一
人
各
3
点
ま
で

で
す
。
搬
出
は
、
11
月
3
日
㈷

16
時
か
ら
お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

山
教
育
課
生
涯

学
習
班　

☎
(78)
4
4
3
1

時
の
対
応
に
つ
い
て
や
、
飲
酒

運
転
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
、

振
り
込
め
詐
欺
と
い
っ
た
高
齢

者
な
ど
の
弱
者
を
狙
っ
た
犯
罪

が
後
を
絶
た
な
い
現
状
に
つ
い

て
、
情
報
交
換
や
課
題
が
協
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
防
災
防
犯
体

制
の
構
築
を
目
的
に
こ
の
会
議

を
定
期
的
に
行
う
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
(50)
1
2
0
1

　　 …ファクス
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　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

　万一の交通事故に備え、皆さんがお互いに会費を

出し合い加入者となり、不幸にして交通事故に遭わ

れた人を救済する制度です。皆さんご加入ください。

　なお、現在加入している人も８月３１日で共済期間

が終了しますので、新規に手続きが必要となります。

■加入できる人
₁．市内に住んでいる人（学校・幼稚園・保育所な

どで集団加入している人を除く）

₂．₁の人に扶養されている人で修学などのため市

外に住んでいる人

■共済期間
　平成19年₉月₁日から平成20年₈月31日まで（₉

月₁日以降に加入する場合は、加入日の翌日から）

■年会費
₁人　700円

■共済見舞金
○死亡見舞金…150万円

○傷害見舞金…程度に応じて₂万円～50万円

※原則として、自動車安全運転センターで発行され

る交通事故証明書（人身事故扱い）がないと見舞金

が支払われませんので、ご注意ください

■加入手続き
　加入申込書に必要事項を記入し、年会費を添えて

申し込んでください。詳しくは各家庭に配布される

パンフレットをご覧ください。

※加入申込書は、行政協力員に発送してあります

受付・問い合わせ　

環境安全課　　☎(50)1248

小市民環境課　☎(82)1123

山市民環境課　☎(78)2113

栗市民環境課　☎(75)2113

交通災害共済会員募集
₈月は一斉加入月間です
家族そろって

ご加入を
母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の

安
定
と
自
立
を
促
進

平
成
20
年
4
月
か
ら

減
額
措
置
開
始

児
童
扶
養

手
当
制
度

　

支
給
を
受
け
て
い
る
母
な
ど

は
、
自
ら
進
ん
で
自
立
を
図
り

家
庭
生
活
の
安
定
と
向
上
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
当
の
額

　

児
童
1
人
の
場
合
は
、
全
部

支
給
で
月
額
4
1
7
2
0
円
で

す
。

　

一
部
支
給
は
、
所
得
な
ど
に

応
じ
て
月
額
4
1
7
1
0
円
か

ら
9
8
5
0
円
ま
で
10
円
刻

み
と
な
り
ま
す
（
子
ど
も
が
2

人
以
上
の
場
合
、
第
2
子
は

5
0
0
0
円
加
算
、
第
3
子
以

降
は
1
人
に
つ
き
3
0
0
0
円

加
算
）。

　

な
お
、
所
得
制
限
限
度
額
を

超
え
た
場
合
は
、
全
部
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

申
請
手
続
き

　

市
役
所
お
よ
び
各
区
事
務
所

の
担
当
課
に
次
の
書
類
を
添
え

て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定

後
、
支
給
を
開
始
し
ま
す
。

■
必
要
な
書
類

○
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍

謄
本
（
外
国
籍
の
人
は
、
外
国

人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明

書
）

○
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま

れ
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写

し
（
続
柄
・
本
籍
が
分
か
る
も

の
）

○
請
求
者
の
所
得
証
明
書
（
請

求
年
の
1
月
1
日
の
住
所
地
の

所
得
証
明
書
。
な
お
、
1
月
か

ら
6
月
末
日
ま
で
に
請
求
の
場

合
は
、前
々
年
の
所
得
証
明
書
）

○
そ
の
他
の
必
要
書
類
は
窓
口

で
説
明
し
ま
す
（
所
得
制
限
な

ど
が
あ
り
ま
す
）

現
況
届

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
人
は
、
所
得
や
世
帯

の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
「
現

況
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
た
め

の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

■
持
参
す
る
も
の　

証
書
（
全

部
支
給
停
止
を
除
く
）、
印
鑑
、

養
育
費
に
関
す
る
申
告
書
な
ど

■
手
続
き　

8
月
1
日
㈬
か
ら

31
日
㈮
ま
で
の
期
間
（
受
給
資

格
者
に
は
通
知
書
を
送
付
）

　

な
お
、
期
間
内
に
届
出
を
し

な
い
場
合
、
受
給
が
遅
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

2
年
間
現
況
届
を
提
出
し
な

い
場
合
、
時
効
に
よ
り
手
当
を

受
け
る
権
利
を
失
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
格
を
失
っ
て
い
る

の
に
届
出
を
し
な
い
場
合
や
正

当
な
理
由
が
な
い
の
に
届
出
を

し
な
い
場
合
は
、
2
年
の
時
効

前
に
手
当
を
受
け
る
権
利
を
失

い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
実
と
反
し
て
不
正

に
受
給
し
た
場
合
は
、
罰
則
規

定
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
の
法
改
正
に
よ

り
、「
支
給
開
始
月
の
初
日
か

ら
起
算
し
て
5
年
」
と
「
支
給

要
件
（
離
婚
な
ど
）
に
該
当
す

る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の

初
日
か
ら
7
年
」
の
い
ず
れ
か

早
い
日
の
属
す
る
月
か
ら
手
当

を
減
額
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
15
年
4
月
1
日
が
起
算

日
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
15

年
4
月
1
日
現
在
手
当
を
受
け

て
い
た
人
は
、
平
成
20
年
4
月

1
日
か
ら
減
額
と
な
り
ま
す
。

減
額
さ
れ
る
額
は
、
今
後
の
法

改
正
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
受
給
資
格
の
認
定
請

求
を
し
た
日
に
お
い
て
3
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
場

合
に
は
、
児
童
が
3
歳
に
達
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
を
経

過
し
た
と
き
に
減
額
措
置
が
適

用
さ
れ
る
な
ど
の
例
外
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課　

☎
(50)
1
2
5
7

小
健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5 

山
健
康
福
祉
課
☎
(78)
2
1
1
4 

栗
健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0

目
的
と
趣
旨

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
こ
の
手
当
は
、
児
童

の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
役

立
て
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い

ま
す
。

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

　

道
路
は
、
通
勤
や
通
学
な

ど
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
を

支
え
る
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
社
会
資
本
で
す
が
、
あ
ま

り
に
も
身
近
で
当
た
り
前
の

存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
役

割
や
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ

が
ち
で
す
。8
月
10
日
の「
道

の
日
」
を
契
機
に
普
段
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
道
路
に
つ

い
て
、
も
う
一
度
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

道
路
は
、
皆
さ
ん
の
共
有

財
産
で
す
。
常
に
道
路
を
き

れ
い
な
状
態
に
保
つ
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

要
で
す
。
例
え
ば
、
誰
も
が

気
持
ち
良
く
通
行
で
き
る
よ

う
に
、
ご
み
や
た
ば
こ
の
吸

殻
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
な

ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

里
親
と
な
っ
て
市
が
管
理
す

る
道
路
な
ど
の
環
境
美
化
活

動
を
行
う
「
公
共
施
設
等
里

親
制
度
」
に
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
市

で
は
活
動
に
必
要
な
清
掃
用

具
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
の
加
入
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

☎
(50)
1
2
1
5

ま
た
明
日　

元
気
に
会
お
う　

こ
の
道
で

8月10日は「道の日」

8
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

愛称は「いきいき香取」
　に決定
　
　㈳香取市シルバー
人材センターでは、
₄月に「愛称」の公
募を実施し、多数の
作 品 が 集 ま り ま し
た。審査委員会にお
いて厳正な審査の結

果、㈳香取市シルバー人材センターの愛称は「いきい
き香取」に決定しました。
　今後は、誰にでも愛され、地域の皆さんに親しみの
持たれるセンターをめざし、この愛称を活用していき
ます。
問い合わせ　香取市シルバーセンター　☎(54)7710
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みご ガ エ ルの こ と か ん

　

山
田
中
央
運
動
広
場
野
球
場

で
香
取
支
部
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
7
月
1
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
香
取
市
消
防
団
か

ら
6
隊
が
出
場
し
、
見
事
な
演

技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

︿
ポ
ン
プ
車
の
部
﹀

優
秀
賞︵
1
位
︶　

山
田
支
団
第

2
分
団
第
1
部︵
入
小
保
内
・
遠
茶
・
山
帰
︶

優
良
賞︵
2
位
︶　

佐
原
第
1
支
団

第
1
分
団
第
2
部
第
1
班︵
牧
野
︶

︿
小
型
ポ
ン
プ
の
部
﹀

優
良
賞︵
2
位
︶　

栗
源
支
団
第

1
分
団
第
5
班︵
苅
毛
︶

優
良
賞︵
3
位
︶　

佐
原
第
2
支
団

第
2
分
団
第
1
部
第
3
班︵
大
島
︶

▲優良賞を授賞した山田支団第₂分団第₁部の皆さん

ま
ち
づ
く
り
を
協
議

あ
や
め
サ
ミ
ッ
ト

　

あ
や
め
を
通
じ
た
個
性
豊
か
な
地
域
振

興
に
取
り
組
む
自
治
体
で
つ
く
る
﹁
全
国

市
町
村
あ
や
め
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会

︵
14
市
町
︶
﹂
の
関
係
首
長
会
議
が
7
月

13
・
14
日
、
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
日
に
与
倉
屋
大
土
蔵
で
開
催
さ
れ

た
会
議
で
は
﹁
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

国
な
ど
に
提
言
で
き
る
組
織
と
し
て
存

続
し
て
い
く
﹂
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
宇
井
市
長
は
、
地
域
性
を
活
か
し

▲パネルを使って丁寧に説明する宇井市長

た
地
域
振
興
策
を
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
説
明

し
、
多
く
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
香
取
神
宮
の
お
田
植

え
祭
で
行
わ
れ
る
﹁
田
舞
﹂
や
和
太
鼓

﹁
響
﹂
の
豪
快
な
和
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
参
加
者
は
、
開
催
中
の

祭
り
を
見
学
。
14
日
に
は
、
は
す
祭
り
が

行
わ
れ
て
い
る
水
郷
佐
原
水
生
植
物
園
を

視
察
し
、
は
す
の
葉
を
使
っ
て
地
酒
を
飲

む
象ぞ
う

鼻び

杯
を
体
験
し
ま
し
た
。

【まちかど通信】

香
取
市
に
は
、楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、
そ
ん
な

ホ
ッ
ト
な
ま
ち
の
話

題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

7
月
7
日
の
七
夕
の
夜
、
山

田
公
民
館
ホ
ー
ル
で
サ
マ
ー
ナ

イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

毎
年
こ
の
時
期
に
、
山
田
中
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
小
見
川

吹
奏
楽
団
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
当
日
は
曇
り

の
た
め
七
夕
の
星
空
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

会
場
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
集
ま

り
、
星
に
思
い
を
よ
せ
な
が
ら

夏
の
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

夕
の
夜
、星
に
願
い
を

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

七

▲山田中ブラスバンド部と小見川吹奏楽団のジョイント

再
使
用
・
再
資
源
化
で

ご
み
を
減
ら
そ
う

　

平
成
17
年
度
に
お
け
る
香
取

市
（
旧
1
市
3
町
）
の
ご
み
の

収
集
量
は
、
約
3
6
0
0
0
ｔ

で
1
人
1
日
当
り
の
排
出
量
は

1
1
0
2
ｇ
で
し
た
。
こ
れ
ら

排
出
さ
れ
た
ご
み
の
う
ち
中
間

処
理
に
よ
り
資
源
化
さ
れ
た
の

は
4
3
3
7
ｔ
、
ま
た
、
集
団

回
収
に
よ
る
も
の
が
1
4
7
8

ｔ
で
合
計
5
8
1
5
ｔ
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
15
．
6
％
が
資
源

化
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
資
源
ご
み
の
分

別
収
集
や
集
団
回
収
を
奨
励

し
、
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
い

た
も
の
を
再
資
源
化
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
千
葉
県
平
均

24
．
3
％
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
、
皆
さ
ん
が
排
出
す
る
ご

み
の
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
資
源

と
な
る
も
の
が
た
く
さ
ん
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
徹
底
的
な
資
源
の

再
利
用
で
、
焼
却
ご
み
の
削
減

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
再
使
用

　

捨
て
な
い
で
必
要
な
物
と
交

換
し
た
り
、
他
の
人
に
あ
げ
る

な
ど
し
ま
し
ょ
う
。
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
再
資
源
化

　

再
使
用
で
き
な
い
も
の
は
、
資

源
回
収
に
出
せ
ば
、
再
生
資
源

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

﹇
分
別
収
集
﹈
分
別
を
徹
底
し
、

決
め
ら
れ
た
資
源
回
収
の
日
に

排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
牛
乳
パ
ッ
ク
も
資
源
で
す
。

す
す
い
で
開
い
て
束
ね
て
出
し

て
く
だ
さ
い

※
庭
木
の
剪
定
枝
の
う
ち
葉
な

ど
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
堆
肥
化

（
野
焼
き
厳
禁
）
し
、
ご
み
に

し
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う

﹇
集
団
回
収
﹈
町
内
会
、
子
ど

も
会
そ
の
他
の
団
体
（
事
前
登

録
が
必
要
）
が
行
う
資
源
物
回

収
活
動
に
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

﹇
拠
点
回
収
﹈
白
色
ト
レ
イ
な

ど
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
資
源

回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
安
全
課

☎
(50)
1
2
4
8

0 20 40 60 80 100

集団回収による再資源化率

ごみからの再資源化率

焼却などの処理で資源化されない率

香　取　市

千葉県平均

11
.
７
％

17.7％75.7％

6.6％

84.4％

3.9％

平成17年度再資源化率

頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
う

香
取
支
部
ポ
ン
プ
操
法
大
会

日
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　竹林・森林の保護と再生を目
指している「小見川竹炭研究会」
は、平成13年に発足しました。
同会は、定年退職者から主婦な
ど幅広い層で構成されていて、
現在、約30人が会員となってい
ます。
　活動は、竹炭作り、竹炭を活
用した水質・土壌の浄化、子ど
もたちへの環境教育が柱となっ
ていますが、最近は、障害をも
つ人たちとの交流活動に力を入
れているそうです。
　代表の武崎秀雄さんは「里山
で自然と人がふれあい、現代社
会で失われがちな豊かな心を一

人でも多くの人に体験してもら
いたい」と話しています。炭焼
き体験や夏の時期にはホタル見
学もできます。
　興味のある人は、下記に連絡
をしてください。
問い合わせ
代表　武崎秀雄　☎(83)9307

里山で自然と人がふれあう 小見川竹炭研究会

■活動日時　特に定めなし
■活動場所　香取市岡飯田445-1（里山）

サークル
仲間
サークル
仲間

わ 和 輪

▲子どもたちに竹はし作りを伝授

【まちかど通信】

親子で七夕飾り ₇月₅日
　

栗
源
公
民
館
で
七
夕
飾
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど

も
を
持
つ
親
子
同
士
の
ふ
れ
あ

い
の
場
で
あ
る
﹁
に
こ
に
こ
ク

ラ
ブ
﹂
の
参
加
者
40
人
余
り
が

集
ま
り
、
五
色
の
短
冊
や
折
り

紙
で
作
っ
た
天
の
川
に
模
し
た

飾
り
物
な
ど
を
大
き
な
笹
竹
に

飾
り
ま
し
た
。

保育園で流しそーめん ₆月28日
　

清
水
保
育
園
︵
虫
幡
︶
で
夏

の
風
物
詩
の
流
し
そ
う
め
ん
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
見
川
竹
炭

研
究
会
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
な

ど
が
そ
う
め
ん
を
流
す
竹
樋
を

作
り
、
準
備
は
Ｏ
Ｋ
。
い
ざ
、

流
し
そ
う
め
ん
が
始
ま
る
と
子

ど
も
た
ち
は
初
め
て
の
体
験
に

大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

れいな河川を
小野川、十間川、利根川で清掃き

　

大
祭
前
の
6
月
28
日
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
﹁
小
野
川
と
佐
原
の
町

並
み
を
考
え
る
会
﹂
が
小
野
川

の
護
岸
を
清
掃
し
ま
し
た
。
観

光
客
に
美
し
い
町
並
み
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
同
会
員
や

市
職
員
な
ど
が
参
加
し
護
岸
の

雑
草
を
取
っ
た
り
ご
み
を
拾
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
川
愛
護
月
間
中
の

7
月
5
日
に
は
、
佐
原
河
川
敷

緑
地
や
十
間
川
の
河
川
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
佐
原
中
学
校

生
徒
約
2
0
0
人
や
住
民
の
人

た
ち
、
河
川
管
理
関
係
者
な
ど

大
勢
の
人
た
ち
が
参
加
し
、
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

▲小野川の護岸を舟に乗って
　草取りする参加者

▲利根川堤防のごみを拾う中学生たち

　七夕祭りが7月8日、道の駅くりもとで開催されました。来場
したお客さんの願いがこめられた短冊などで色とりどりに飾り付
けられた七夕飾りの下、子どもたちは金魚すくいや水ヨーヨー釣
りに、大人たちは野菜の詰め放題に夢中になっていました。当日
は天候にも恵まれ、大勢のお客さんたちで賑わいました

の駅くりもとで七夕祭り
家族で楽しめるイベントでおもてなし道

▲子どもたちが興味津々の餅つき体験

事
が
祭
り
を
堪
能

佐
原
の
大
祭
夏
祭
り

知

　

大
祭
の
中
日
と
な
る
7
月
14

日
、
堂
本
知
事
が
佐
原
の
大
祭

夏
祭
り
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
秋
祭
り
に
つ
づ
い
て

2
度
目
の
訪
問
と
な
っ
た
知
事

は
、
お
ま
つ
り
広
場
前
交
差
点

で
行
わ
れ
た
豪
快
な
の
の
字
廻

し
を
堪
能
し
た
後
、
台
風
の
影

響
で
雨
が
降
り
続
く
中
、
各
町

内
の
豪
華
に
飾
ら
れ
た
山
車
を

見
て
回
ら
れ
ま
し
た
。

　

知
事
を
見
か
け
た
人
た
ち

は
、知
事
に
握
手
を
求
め
た
り
、

写
真
を
一
緒
に
撮
っ
て
も
ら
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

▲雨の中町内の踊りに参加する知事
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暮
ら
し
の

情
報

2007. August

【暮らしの情報】

8
月

佐
原
中
央
図
書
館

や
さ
し
い
工
作
教
室

				    1	 2	 3	 4	

	5	 6	 7	 8	 9	 10	 11	

12	 13	 14	 15	 16	 17	 18	

19	 20	 21	 22	 23	 24	 25	

26	 27	 28	 29	 30	 31

　

夏
休
み
に
図
書
館
で
工
作
教

室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ブ
ン
ブ
ン
ま
わ
る
ブ
ン
ブ
ン

ゴ
マ
や
、
ゴ
ム
で
飛
ば
す
む
さ

さ
び
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
作
る
き
れ
い
な
ビ
ー
ズ

な
ど
、
楽
し
い
工
作
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

■
対
象　

幼
児
（
3
才
以
上
）

と
保
護
者
・
小
学
生

◇
8
月
5
日
㈰　

10
時
〜
11
時

30
分　

ブ
ン
ブ
ン
ゴ
マ
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
ビ
ー
ズ
作
り
、

◇
8
月
19
日
㈰　

10
時
〜
11

時
30
分　

む
さ
さ
び
グ
ラ
イ

ダ
ー
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ビ
ー

ズ
作
り

■
場
所　

佐
原
中
央
図
書
館
児

童
室

■
定
員　

各
30
人
程
度

■
参
加
費　

無
料

申
佐
原
中
央
図
書
館

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
1
3
4
3

︻
小
見
川
会
場
︼

■
日
程　

8
月
23
日
㈭
〜　

全

10
回
い
ず
れ
も
木
曜
日　

19
時

〜
21
時

■
場
所　

小
見
川
福
祉
セ
ン

タ
ー
さ
く
ら
館
（
変
更
の
場
合

あ
り
）

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

申
社
会
福
祉
協
議
会
小
見
川
支

所
へ

☎
（83）
7
0
7
1 

 

（80）
1
3
8
4

︻
佐
原
会
場
︼

■
日
程　

9
月
4
日
㈫
〜　

全

20
回
い
ず
れ
も
火
曜
日　

19
時

〜
21
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

（
変
更
の
場
合
あ
り
）

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

申
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
へ

☎
（54）
4
4
1
0 

 

（54）
4
7
9
7

　

9
月
か
ら
開
講
の
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
（
入
門
課
程
）
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
間　

9
月
〜
平
成
20
年
2

月　

毎
週
水
曜
日
19
時
〜
21
時

■
場
所　

さ
わ
や
か
ホ
ー
ル

（
旭
市
1
7
7
5
番
地
）

■
受
講
料　

1
0
0
0
0
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
1
2
0
0

円
）

申
旭
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
0
4
7
9

（63）
0
9
0
0

　
　

☎
0
4
7
9

（60）
2
5
7
9

◇
8
月
4
日
㈯　

13
時
30
分
〜

16
時　

佐
倉
市
中
央
公
民
館

◇
8
月
19
日
㈰　

13
時
30
分
〜

16
時　

八
街
市
中
央
公
民
館

■
参
加
費　

無
料
（
初
回
の
み

テ
キ
ス
ト
代
1
0
0
0
円
）

※
申
し
込
み
不
要
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
協
会
印
旛
香
取
事

務
所

☎

0
4
3
（
4
9
6
）
2
3
3
1

■
日
時　

8
月
11
日
㈯　

9
時

〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

■
集
合
場
所　

山
田
区
事
務
所

■
参
加
費　

3
0
0
円

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

問
東
総
歩
こ
う
会　

小
早
志

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
2
4
6
7

　

香
取
市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
や

棄
権
防
止
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス

タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

▽
ポ
ス
タ
ー
…

色
彩
は
自
由
、
大
き
さ
は
45
㎝

×
30
㎝
〜
55
㎝
×
40
㎝
以
内
で

1
人
1
点
。
作
品
の
裏
側
右
下

に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
を
明
記
。

▽
標
語
…
1
人
2
点
以
内
、
は

が
き
に
標
語
（
20
字
以
内
）・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
を
明
記
。

応
9
月
7
日
㈮
ま
で
に
選
挙
管

理
委
員
会
へ　

☎
（50）
1
2
2
7

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
男
女
（
中
学
生
以
上
）

■
日
時　

9
月
6
日
㈭
・
13
日

㈭
・
20
日
㈭
・
27
日
㈭　

19
時

30
分
〜
21
時（
受
付
は
19
時
〜
）

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
内
容　

ミ
ニ
テ
ニ
ス
の
基
本

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
服
装　

運
動
し
や
す
い
服

装
・
室
内
用
運
動
靴

■
参
加
費　

4
回
で
1
0
0
0

円
（
保
険
料
含
む
）

申
8
月
1
日
㈬
〜
14
日
㈫
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
2
1

■
対
象　

昭
和
48
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
2
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
ま
た

は
平
成
20
年
3
月
に
高
校
卒
業

見
込
み
の
人

■
採
用
人
員　

若
干
名

■
職
種　

一
般
事
務
ほ
か

■
受
験
案
内
配
布
期
間　

8
月

6
日
㈪
か
ら
北
総
東
部
改
良
区

事
務
所
で
配
布

■
試
験
日　

一
次
試
験
（
学
力

試
験
）
9
月
5
日
㈬
・
二
次
試

験
（
面
接
試
験
一
次
試
験
合
格

者
）
9
月
20
日
㈭

申
8
月
20
日
㈪
〜
31
日
㈮
に
北

総
東
部
土
地
改
良
区
（
香
取
市

大
角
1
5
4
5
‐
19
）
へ

　
　
　
　
　
　

☎
（70）
9
1
2
3

　

一
緒
に
健
康
づ
く
り
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。

◇
8
月
3
日
㈮　

10
時
〜
正
午

　

小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
8
月
28
日
㈫　

10
時
〜
正
午

　

香
取
市
民
体
育
館

■
内
容　

健
康
体
操
、
転
倒
予

防
歩
行
訓
練
、
血
流
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス
、
デ
ィ

ス
コ
ダ
ン
ス
な
ど（
見
学
自
由
）

■
参
加
費　

無
料

申
地
域
文
化
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー　

松
田
☎

（56）
0
7
8
4 

☎
0
9
0
（
3
5
0
9
）
7
2
7
3

　

優
秀
作
品
15
点
を
9
月
に
行

わ
れ
る
動
物
愛
護
週
間
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
展
示
し
、
協
会
機
関

紙
に
掲
載
す
る
と
共
に
表
彰
を

行
い
ま
す
。

■
対
象　

応
募
者
の
飼
育
し
て

い
る
犬
・
猫
の
写
真
（
3
枚
ま

で
）
に
、
し
つ
け
な
ど
適
性
飼

育
の
コ
メ
ン
ト
（
4
0
0
字
詰

原
稿
用
紙
1
枚
以
内
）
を
添
え

た
作
品
。

　

写
真
サ
イ
ズ
は
Ｌ
版
。
す
べ

て
の
写
真
の
裏
面
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
載
す
る
。

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
者

（
プ
ロ
、ア
マ
、年
齢
は
問
わ
ず
）

※
応
募
作
品
は
、
原
則
と
し
て

お
返
し
で
き
ま
せ
ん

応
8
月
31
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

に
〒
2
6
0
‐
0
0
0
1　

千

葉
市
中
央
区
都
町
4
6
3
‐
3

㈶
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

☎
0
4
3
（
2
1
4
）
7
8
1
4

0
4
3
（
2
1
4
）
7
8
1
8

　

㈳
千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会
で

は
、「
か
む
子
・
の
び
る
子
・

元
気
な
子
」
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

の
メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ　
「
健
康
か
み
か
み

弁
当
」
…
千
葉
県
の
農
水
産
物

を
使
い
、
よ
く
か
ん
で
味
わ
え

る
子
ど
も
向
き
の
お
弁
当
の
献

立
で
、
1
人
分
5
0
0
円
前
後

の
食
材
（
未
発
表
の
作
品
に
限

る
）

■
応
募
方
法　

8
月
24
日
㈮
ま

で
に
各
区
保
健
セ
ン
タ
ー
・
小

見
川
区
健
康
福
祉
課
に
あ
る
応

募
票
で
㈳
千
葉
県
歯
科
衛
生
士

会
事
務
局
に
フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
み
。応
募
票
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

HPhttp://www.chiba-dha.net

問
㈳
千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会　

0
4
3
（
2
4
1
）
9
9
0
3

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
を
募

集
し
ま
す
。

問
旭
地
域
事
務
所

　

☎
0
4
7
9

（62）
0
9
7
1

HPhttp://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/chiba

　

農
林
水
産
統
計
調
査
は
、
農

林
水
産
施
策
の
展
開
に
不
可
欠

な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
と
い
う

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
た

め
に
、
現
場
の
最
前
線
で
最
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
の

が
統
計
調
査
員
に
な
り
ま
す
。

　

調
査
を
担
当
す
る
区
域
内
の

事
情
に
明
る
く
、
積
極
的
に
協

力
で
き
る
人
の
登
録
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
都

合
を
伺
い
、
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
関
東
農
政
局
千
葉
農
政
事
務

所
匝
瑳
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

香
取
庁
舎　

☎
（52）
3
3
9
3

　

市
で
は
原
子
爆
弾
被
爆
者
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

原
子

爆
弾
被
爆
者
手
帳
・
印
鑑
・
本

人
名
義
の
銀
行
口
座

　

昨
年
度
申
請
し
た
人
は
、
こ

ち
ら
か
ら
申
請
書
の
用
紙
を
送

付
し
ま
す
。

申
8
月
31
日
㈮
ま
で
に

生
活
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
0
9

小
健
康
福
祉
課
☎

（82）
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎

（78）
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎

（75）
3
0
0
0

区　　分 応　募　資　格 受　付　期　間

2 等 陸・海・空士      18歳以上27歳未満の男女 男子：年間を通じて募集
女子：平成19年8月1日～9月7日

一 般 曹 候 補 生 18歳以上27歳未満の男女 平成19年8月1日～9月7日
航 空 学 生 高卒(見込含む)21歳未満の男女 平成19年8月1日～9月7日
看 護 学 生 高卒(見込含む)24才未満の男女 平成19年9月7日～9月28日

防 衛 大 学 校 高卒(見込含む)21歳未満の男女 平成19年9月7日～9月28日
推薦平成19年9月5日～9月7日

防 衛 医 科 大 学 校 高卒(見込含む)21歳未満の男女 平成19年9月7日～9月28日
自 衛 隊 生 徒 中卒(見込含む)17歳未満の男子 平成19年11月1日～20年1月8日

お知らせ

講座
教室

募集

一
緒
に
学
ぼ
う

初
級
手
話
講
習
会

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者

の
た
め
の
手
話
学
習
会

自
衛
隊
員

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者

統
計
調
査
員

手
話
奉
仕
員

養
成
講
座

東
総
歩
こ
う
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

物
語
参
加
者

明
る
い
選
挙

ポ
ス
タ
ー
と
標
語

北
総
東
部

土
地
改
良
区
職
員

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

メ
ニ
ュ
ー

わ
が
家
の
犬
・
猫

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

原
子
爆
弾
被
爆
者
へ

見
舞
金
を
支
給

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

むささびグライダー



� 広報 2007年（平成19年）8月1日【暮らしの情報】

○原爆写真ポスター展

　₈月₇日㈫～15日㈬

※佐原第一公民館は₈月中、床の張り替え工

事のため使用できません。なお、₉月以降の

使用申し込みは中央公民館で行います

○市民バドミントン大会

　₈月₅日㈰　₉時～17時

○青少年つどい大会

　₈月12日㈰　₉時～17時

○渡辺克也オーボエリサイタル

　₈月₄日㈯　14時開演

○小見川高校吹奏楽部定期演奏会

　₈月12日㈰　13時30分開演

○小見川吹奏楽団定期演奏会

　₈月26日㈰　13時開演

○えほんのじかん

　₈月₅日・12日・19日・26日

　（毎週日曜日）　14時〜　₄歳以上対象

○おはなしのじかん

　₈月₄日㈯・₉月₁日㈯　14時〜　

　小学生以上対象

　昔話の語り　絵本の読み聞かせ

　三越左千夫の童謡　ことばあそびなど

　今月の休館日は、₆日㈪、13日㈪、20日㈪、

27日㈪、31日㈮です。

Event Schedule

佐原中央公民館 ☎(55)1151

佐原文化会館 ☎(55)1161

香取市民体育館 ☎(55)1290

佐原中央図書館 ☎(55)1343

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
血

液
は
、
ま
だ
人
工
的
に
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
な

あ
な
た
の
血
液
を
ぜ
ひ
、
社
会

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の

人
は
患
者
に
安
全
な
4
0
0
㎖

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
8
月
17
日
㈮　

10
時
〜
11
時

45
分
・
13
時
〜
16
時　

佐
原
中

央
公
民
館

問
生
活
福
祉
課
☎

（50）
1
2
0
9

　

不
登
校
・
友
達
関
係
・
い
じ

め
・
体
罰
な
ど
…
一
人
で
悩
ま

ず
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

8
月
7
日
㈫　

10
時

〜
12
時
・
8
月
8
日
㈬　

13
時

30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

2
階　

第
1
・
第
2
研
修
室

※
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。
相

談
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局

職
員
が
承
り
ま
す

問
香
取
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

千
葉
地
方
法
務
局
香
取
支
局

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
3
3
9
1

　

千
葉
県
お
よ
び
千
葉
県
森
林

組
合
香
取
事
業
所
で
は
、
森
林

所
有
者
を
対
象
に
年
2
回
技
術

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
1
回
目
と
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

8
月
17
日
㈮　

9
時

30
分
〜
15
時

■
場
所　

神
崎
町
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
ほ
か

■
内
容　

講
義　

地
産
地
消
の

家
づ
く
り
に
つ
い
て
・
見
学　

神
崎
町
内
の
森
林

申
8
月
10
日
㈮
ま
で
に
千
葉
県

香
取
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
3
3
8

千
葉
県
森
林
組
合
香
取
事
業
所

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
1
2
5

■
日
時　

8
月
18
日
㈯　

10
時

〜
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

建
築
に
関
す
る

こ
と
な
ら
な
ん
で
も

問
千
葉
県
建
築
士
会
香
取
支
部

　

林　

☎
（55）
1
0
1
2

　

税
理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
相
談
希

望
者
は
、
事
前
に
各
税
理
士
事

務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
8
月
21
日
㈫　

森
蓁
税
理
士

事
務
所
（
佐
原
イ
6
0
7
）

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
2
3
0
8

◇
9
月
3
日
㈪　

伊
藤
秀

男
税
理
士
事
務
所
（
佐
原
イ

3
4
0
）　

☎
（52）
6
0
5
2

※
現
在
、
税
理
士
や
税
理
士
法

人
と
顧
問
契
約
を
し
て
い
る
人

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
千
葉
県
税
理
士
会
佐
原
支
部

税
務
指
導
対
策
部　

小
倉

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
3
5
5
7

　

平
成
19
年
6
月
2
日
に
施
行

さ
れ
た
道
路
交
通
法
改
正
に
よ

り
「
中
型
自
動
車
免
許
」
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
中
型
自
動
車
免
許
」
は
乗

車
定
員（
29
人
ま
で
）・
最
大
積

載
量（
6
・
5
ｔ
未
満
）の
自
動

車
が
運
転
で
き
る
免
許
で
す
。

　

な
お
、
皆
さ
ん
の
普
通
免
許

が
「
8
ｔ
限
定
中
型
免
許
」
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
通
免
許
を
取
得
し
て
2
年

以
上
の
人
は
限
定
解
除
す
る
こ

と
で
中
型
免
許
が
取
得
で
き
ま

す
。（
5
時
限
）

　

詳
細
は
最
寄
の
自
動
車
教
習

所
へ
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は
千

葉
県
警
察
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HPhttp://w
w

w.police.pref.
chiba.jp

　

千
葉
県
労
働
委
員
会
で
は
、

職
場
で
の
労
働
条
件
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
を
円
満
に
解
決
で
き

る
よ
う
お
手
伝
い
す
る
「
個
別

的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
個
々
の
労
働

者
と
使
用
者
と
の
間
で
、
解
雇

や
賃
金
、
配
置
転
換
な
ど
の
労

働
条
件
を
め
ぐ
る
紛
争
が
起

こ
っ
た
際
に
、労
働
委
員
会
が
、

公
正
・
中
立
な
立
場
で
、
迅
速
・

円
満
に
解
決
す
る
よ
う
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

問
千
葉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
4
3
（
2
3
1
）
2
1
3
1

HPhttp://w
w

w
.pref.chiba.

lg.jp/chiroui/index.htm
l

　

今
年
の
夏
ま
つ
り
は
ズ
バ

リ
、
ラ
イ
ブ
！
金
管
楽
器
な
ど

の
「
ら
っ
ぱ
の
が
っ
そ
う
」
公

演
や
和
太
鼓
、
下
座
の
ほ
か
お

い
し
い
食
べ
物
も
た
く
さ
ん
ご

用
意
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

8
月
18
日
㈯ 

19
時
〜

■
場
所　

栗
源
運
動
広
場
（
雨

天
の
場
合
は
栗
源
中
体
育
館
）

問
栗
教
育
課
内
栗
源
の
夏
ま
つ

り
実
行
委
員
会
☎

（75） 

2 

1 

1 

7

■
日
時　

8
月
19
日
㈰　

9
時

30
分
〜

■
場
所　

香
取
神
宮
弓
道
場

■
参
加
費　

無
料（
弁
当
持
参
）

申
8
月
15
日
㈬
ま
で
に
体
育
協

会
佐
原
支
部
へ
☎

（55）
0
0
0
3

■
日
時　

8
月
4
日
㈯　

9
時

30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

利
根
川
河
口
堰
（
東

庄
町
）

■
内
容　

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
河

口
堰
船
上
施
設
見
学
、
操
作
室

見
学
、
水
質
検
査
体
験
な
ど
）・

親
水
コ
ー
ナ
ー（
水
て
っ
ぽ
う
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

な
ど
）

問
水
資
源
機
構
利
根
川
河
口
堰

管
理
所　

☎
（86）
0
4
7
7

　

佐
原
お
か
み
さ
ん
会
で
は

今
年
も
、
手
作
り
の
灯
り
で

お
も
て
な
し
を
し
、
最
終
日

に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

夏
の
夕
暮
れ
、
ゆ
か
た
姿

で
情
緒
あ
ふ
れ
る
宵
の
町
歩

き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

8
月
11
日
㈯
～
18

日
㈯

■
内
容　

小
野
川
沿
い
や
佐

原
お
か
み
さ
ん
会
個
店
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
灯
り
を
設
置
。

　

ま
た
、
各
店
で
は
営
業
時

間
を
21
時
ま
で
延
長
し
、
期

間
中
︵
18
時
30
分
～
21
時
︶

ゆ
か
た
で
買
物
を
し
た
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

ま
す

︻
盆
ふ
ぇ
す
た
ｉ
ｎ
佐
原

2
0
0
7
︼

■
日
時　

8
月
18
日
㈯　

18

時
30
分
～
21
時
︵
縁
日
は
13

時
～
︶

■
場
所　

伊
能
忠
敬
旧
宅
付

近︵
雨
天
時
与
倉
屋
大
土
蔵
︶

■
内
容　

佐
原
囃
子
手
踊
り

の
饗
宴
・
小
野
川
で
の
夢
灯

ろ
う
流
し
・
縁
日
・
ゆ
か
た

の
無
料
着
付
け
ほ
か

問
佐
原
お
か
み
さ
ん
会　

平

塚　

☎
（50）
1
2
3
6

さ
わ
ら
・
町
並
み
・
夕
涼
み

～
ゆ
か
た
で
楽
し
む
灯
り
と
音
～

旬
の
味
を
お
届
け
し
ま
す

ゴ
ー
ヤ
と
ツ
ナ
の
お
か
か
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
サ
ラ
ダ

香
取
市
食
生
活
改
善
推
進
員

作
り
方

①
ゴ
ー
ヤ
は
縦
半
分
に
切

り
、
ス
プ
ー
ン
で
種
と
わ

た
を
取
り
、
1
㎜
く
ら
い

の
薄
切
り
に
し
て
、
軽
く

塩
を
ま
ぶ
し
水
気
を
絞
る
。

玉
ね
ぎ
も
ご
く
薄
切
り
に

し
て
、
水
に
さ
ら
し
水
気

を
き
る
。

②
①
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
ツ

ナ
、
削
り
節
を
加
え
、
Ａ

を
混
ぜ
あ
わ
せ
る
。

材料（₄人分）

●ゴーヤ……………₁本

●ライトツナ ………80ｇ

●玉ネギ……………120ｇ

●削り節……………₃ｇ

　　マヨネーズ…大さじ2

　　ポン酢………大さじ1
Ａ

催し

献
血
に
ご
協
力
を

子
ど
も
の
悩
み
ご
と

相
談
所
開
設

税
の
無
料
相
談

栗
源
の
夏
ま
つ
り

ラ
イ
ブ
で
楽
し
ま
ナ
イ
ト

道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り

﹁
中
型
自
動
車
免
許
﹂が
新
設

建
築
無
料
相
談

河
口
堰
フ
ェ
ス
タ

2
0
0
7

市
民
弓
道
大
会

労
働
条
件
を
め
ぐ
る

労
使
紛
争
で
お
困
り
の
人
へ

林
業
研
修
会



広報 �2007年（平成19年）8月1日

休 日 の 夜 間 急 病 診 療

☎(55)1070
　電話でその日の内科と外科の当番医をお知
らせします。
　診療時間は日曜日と休日の19時から22時ま
でです。必ず保険証をお持ちください。

（自動音声でお知らせします）

【市民のひろば】

　

7
月
16
日
に
発
生
し
た
平
成

19
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
被

災
さ
れ
た
人
々
へ
の
災
害
義
援

金
の
募
集
の
一
環
と
し
て
、
市

役
所
お
よ
び
各
区
事
務
所
に
募

金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

■
設
置
期
間

平
成
20
年
1
月
16
日
㈬
ま
で

閉
庁
日
を
除
く
。
募
金
箱
の
設

置
は
、
8
時
30
分
か
ら
17
時
ま

で
と
な
り
ま
す
。

■
設
置
場
所

香
取
市
役
所
1
階
介
護
保
険

課
・
2
階
生
活
福
祉
課
前
カ
ウ

ン
タ
ー

小
見
川
区
事
務
所
・
山
田
区
事

務
所
・
栗
源
区
事
務
所
健
康
福

祉
課
前
カ
ウ
ン
タ
ー

■
義
援
金
の
送
金
方
法

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
千

葉
県
支
部
を
通
じ
て
被
災
地
に

送
金
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

生
活
福
祉
課　

 

☎
（50）
1
2
0
9

パ
パ 

洋
一
さ
ん
／
マ
マ 

絵
里
さ
ん

パ
パ 

三
善
さ
ん
／
マ
マ 

佐
和
子
さ
ん

●
木き

う
ち内 

智と
も
や哉

く
ん(

佐
原
イ)

パ
パ 

智
史
さ
ん
／
マ
マ 

夏
海
さ
ん

●
並な

み
き木 

優ゆ

う風
く
ん(

長
山)1歳

10カ月
1歳
10カ月

1歳
10カ月

乗
り
物
大
好
き
！
2
人
の
お
姉

ち
ゃ
ん
に
モ
テ
モ
テ
だ
ヨ
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
大
好
き
だ

よ
!!

●
長は

せ
が
わ

谷
川 

実み
さ
き咲

ち
ゃ
ん(

福
田)

パ
パ 

一
夫
さ
ん
／
マ
マ 

美
恵
子
さ
ん

●
藤ふ

じ
わ
ら原 

拓た
く
み未

く
ん(

小
見
川)

パ
パ 

実
さ
ん
／
マ
マ 

智
代
さ
ん

ブ
ー
ブ
ー
大
好
き
な
い
た
ず
ら

坊
主
で
す
♪

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
。
い
つ
も

一
緒
に
踊
る
ん
だ
。

ト
ー
マ
ス
大
好
き
！
パ
パ
と

サ
ッ
カ
ー
し
た
り
元
気
い
っ
ぱ

い
で
す

1歳
10カ月

　「広報かとり」のコーナーを飾る「みて・見て・うちの子」に掲
載するお子さんの写真を募集します。お子さまのちょっとした瞬間
の一コマや成長の記念をお寄せください。
■対象　市内在住で平成17年12月から平成18年₅月生まれのお子さ
ん（10月から翌年₃月までの広報に掲載予定）。
■申し込み方法　₈月21日㈫（消印有効）までに往復はがきに保護
者の住所、氏名、電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月
日を記入し、〒287-8501広報広聴課広報班まで（応募多数の場合は
抽選）。
※掲載の日程については後日、返信させていただきます。
※「広報かとり」掲載後は、香取市ホームページ上の「Web広報
かとり」としても掲載されます。
問広報広聴課　☎(50)1204

みて見てうちの子掲載写真募集

1歳
11カ月

乗
り
物
大
好
き
！
ケ
ン
カ
も
す

る
け
ど
お
兄
ち
ゃ
ん
と
は
1
番

の
仲
良
し
。

●
猿さ

る
た田  　

　
　
　
　

拓た
く
み海

く
ん(

右
・
兄)

拓た
く
ま真

く
ん(

左
・
弟)

(

小
見
川)

　

本
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
る
小
野
川
沿
い
に
﹁
さ
わ

ら
し
ん
き
ん 

街
か
ど
ギ
ャ

ラ
リ
ー
﹂
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
画
家
の
作
品
を
中
心
と

し
た﹃
水
郷
佐
原
風
景
画
展
﹄

を
開
催
し
て
し
ま
す
。

■
場
所　

佐
原
イ
5
0
3
︲

1　

千
葉
商
船
株
式
会
社
ビ

ル
1
階
︵
忠
敬
橋
と
な
り
︶

■
開
館
時
間　

10
時
～
17
時

■
休
館
日　

当
面
は
無
休

■
入
場
料　

無
料

問
佐
原
信
用
金
庫
総
務
部

　
　
　
　
　

☎
（54）
2
1
2
1

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

オ
ー
プ
ン
！

　

府
馬
小
学
校
は
，
創

立
1
3
2
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
府
馬
小
学
校

の
児
童
1
9
5
人
は
、

畑
や
花
壇
に
植
え
た
植

物
な
ど
の
世
話
を
毎
日

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
校
長
先
生
が

描
い
て
く
れ
た
絵
が

校
舎
内
に
増
え
、
学
校

が
華
や
か
に
な
り
ま
し

た
。（
菱
木　

希
実
）

　

昔
の
府
馬
小
学
校
は
、
今
の
府
馬
保
育
園
が
あ
る
場
所
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
大
き
な
い
ち
ょ
う
の
木
と
石
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。
私
の
お
父
さ
ん
は
旧
校
舎
に
通
っ
て
い
た
の
で
、

話
を
聞
い
た
と
こ
ろ「
長
屋
の
よ
う
な
建
物
で
、講
堂
に
泊
ま
っ

た
こ
と
も
あ
る
。」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。　
　
（
鈴
木　

美
江
）

　

府
馬
地
区
に
は
、
樹
齢
千
三
百
〜
千
五
百
年
に
も
な
る
「
大

ク
ス
」
が
宇
賀
神
社
に
今

も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
大

昔
か
ら
21
世
紀
を
迎
え
た

今
も
、
歴
史
の
証
人
と
し

て
地
域
の
人
々
を
静
か
に

見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 

（
猿
田　

愛
実
）

　

愛
宕
神
社
の
祇
園
祭
は

毎
年
7
月
の
第
3
土
曜
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
御
輿
は

厳
島
神
社
か
ら
出
発
し
、
法
螺
貝
を
先
頭
に
大
榊
、
高
張
り
提

灯
が
地
区
を
ま
わ
り
、
還
御
に
は
長
い
階
段
を
火
を
頼
り
に

上
っ
て
い
き
ま
す
。
他
に
も
神
楽
や
節
分
祭
な
ど
伝
統
行
事
が

多
数
行
わ
れ
ま
す
。（
川
口　

千
尋
）

　

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
や
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組

み
、
地
域
の
方
と
交
流
し
た
り
、
老

人
施
設
に
車
い
す
を
寄
付
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
3
月
で
卒
業

な
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
よ
い
学
校
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
（
前
田　

未
稀
）

歴
史
と
文
化
、
交
流
を
大
事
に
し
て
い
る
学
校

右から菱
ひ し き

木希
のぞ

実
み

さん、鈴
す ず き

木美
み え

江さん、猿
さ る た

田
愛
ま な み

実さん、川
かわぐち

口千
ち ひ ろ

尋さん、前
ま え だ

田未
み き

稀さん▲歴史の証人「府馬の大クス」

学
校
自
慢
府
馬
小
学
校

▲創立132周年を迎えた府馬小学校

平
成
19
年
新
潟
県

中
越
沖
地
震
災
害

義
援
金
の
お
願
い

『くりもと商店街』
道の駅くりもとの商業部会が
総力をあげた商店街が出現！
普段並んでいない商品もあり、
お楽しみいただけます。

　

こ
の
日
の
道
の
駅
は
、
メ
イ

ン
の
商
店
街
を
中
心
に
ジ
ャ
ン

ボ
流
し
そ
う
め
ん
や
栗
源
産

ポ
ー
ク
の
試
食
な
ど
楽
し
さ
と

お
い
し
さ
が
た
っ
ぷ
り
。

　

ま
た
、
縁
日
の
雰
囲
気
や
餅

つ
き
体
験
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
味
処
﹁
い
っ
ぷ
く
﹂

　

地
元
特
産
の
新
鮮
野
菜
や
豚

肉
で
作
っ
た
絶
品
の
料
理
を
ご

賞
味
く
だ
さ
い

■
物
産
交
流
館

　

全
国
47
都
道
府
県
の
道
の
駅

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
地
元
名
産

品
が
勢
ぞ
ろ
い

■
収
穫
農
園

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
体
験

■
里
山
公
園

　

ザ
リ
ガ
ニ
池
、
ニ
ジ
マ
ス
釣

り
、
か
ぶ
と
虫
園
な
ど　

問
道
の
駅
く
り
も
と

　
　
　
　
　
　

☎
（70）
5
1
5
1

お
な
じ
み
の
コ
ー
ナ
ー

も
充
実
！

道の駅くりもと₅周年記念祭
₈月12日㈰開催！

₅周年の目玉


